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こ Ｙ ２ １く 問 題 へ, の 早 急 な 対 応 を

……………I……………いし,… …

イ ン タ ー ネ ット に も 、Ｙ２ Ｋ 問 題 が

存 在 す る

い わゆるコンピューター2000 年 問 題( Ｙ２Ｋ)

は､ インター ネットも例 外で はない 。インター ネ

ットの円 滑 な運 用を確 保 するためには､ 接 続

事 業 者を 中 心 に 電 話 会 社､ 情 報 発 信 者 、

電 子 商 取 引 の サ ービ ス提 供 者 など の 事 業

者 と、企 業 利 用 者 を中 心 とする 利 用 者 が、

ルーター、サ ー バ ーをはじめ､ パ ソコン、スイ

ッチ､ コンセントレ ーダー､ ハブ など､ ネットワー

クを構 成 す るあ らゆる機 器と、それらが 使 用

して いるOS､ アプリケーションなど の ソフトウ

ェア 全 般 につ いて､2000 年 対 策を確 実 に実

施 することが 必 須 である。電 源 、空 調 、ビ ル

管 理 なども点 検 が 必 要 で ある。

すな わち、設 備･ 機 器 の 評 価 からソフトウ

ェ アの 修 復､ 試 験 、危 機 対 応 計 画 の 立 案 、

情 報 開 示 に至 るまで､ 他 の 分 野と同 様 の 手

法 が 広く、実 施され なけ れば ならない。

実 際 に2000 年 の 日 付 を入 れて システムの

テストをして みると、各 種 のトラブ ル が 発 生 す

ることが 報 告 されて いる。OS は､UNIX でも

異 なるバ ージョンごとにソフトの パッチ をあて

る必 要 があり､こ れに 対 応して､ アプリケーシ

ョン側 でも手 直し が 必 要 だ。また 、リアルタイ

ムクロックなど､OS の外 側 でも日 付 デ ータは

利 用されてい る。細 か いソフトでも､ たとえば

ウェブ のブラウザ ーをベ ースにして いるルータ

ーの 設 定 ツール が､ 対 応 で きて いない た め、

これ で ルーターを設 定 す るとトラブ ルが 起 き

る可 能性 もあるという。当 初 たいしたことない

と思 ってい たところ が､ 実 際 にテ ストしてみて

異 常を 発 見 す るとい う例 が 続 出して いる。

同 時 に 多 数 の ネットワークの 相 互 接 続 か

ら成り立ってい るインターネット固 有 の 問 題 と

して､ こ れらの 相 互 接 続 を支 えるエ クスチェ

ンジポ イントや ネー ムサー バ ーなど につ い て、

関 係 者 が 協 調してＹ２Ｋ 対 応 を 進 め る必 要

が ある。また、こうした 取 組 状 況 につ い て 広

く周 知 す る情 報 開 示 も重 要 であ る。

関 係 者 による非 公 式 な議 論 のな か では 、

実 際に 異 常 が 起 きたネットワークに対しては 、

あらかじめ 一 定 の ルー ルを決 め ておい て､ 接

続 を切 ることが 必 要 だとか､ その 際に メー ル
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が エラール ープ に入 ったらどうするか､ とい っ

た 具 体 的 な問 題を想 定した 話 が なされてい

る。また､ とくに 米 国 系 の ベンダーは､ 訴 訟 へ

の 対 応 など から､ 積 極 的 な情 報 開 示を 行う

の が 難し いということが 問 題 点として 指 摘 さ

れて いる。

世界的に対 策が遅れている

ことインターネットの関係者に限って､ 率直

に言って2000 年 問題の社会的重要性につ

いての認識が浅く、世界的に取組みが遅れ

てきた。その主な理由としては､ 以 下が挙げ

られる。

① インターネット事業者の間に社会イン

フラの重要な一部を担っている責任

意識が稀薄

② インターネットは技術革新のペースが

急で､ 競争が激しく、事業者の資源

に余裕がない

③ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ は歴 史が浅く､業 界団体も

未発達で､統‥･的な組織が存在しない

① インターネットの技術関係者の間に

｢大した問題ではない｣との認識が強

かった

⑤ インターネットにおけるＹ２Ｋ問題につ

いて√世界的に的確な情報が不足し

ている

⑥ 各国政府にインターネットにＹ２Ｋ問題

が存在するという認識がなく､ 他のイ

ンフラ事業者と同等の働きかけは行っ

てこなかった。たとえば米 国 政府

(ＦＣＣ､商 務省)は｢インターネットは規

制せず｣という政策を重視し､ Ｙ２Ｋ問

題では業界に接触していない

2000 年 問 題は､ 飛 行 機 や 金 融 機 関 など

の 分 野 に 関 心 が 集 中し､ メディアもセ ンセ ー

ショナルな 取 り上げ 方 が 強く、インターネット

は幸 か 不 幸 か､ 誰も問 題にしようともしな かっ

た｡ し かし､ だ からといって､ 問 題 が 存 在しな

い わけ で はない 。

インター ネットは､ 歴 史 が 浅く､ 事 業 者 には

ペ ンチ ャー 企業 が 多 く､ 投 資 には 熱 心 で も、

社 会 的 な責 任 感 覚 は 強くない｡ 経 営 者 も多

忙 を極 め る経 営 者 が 多 く､ 技 術 者も余 裕に

乏しい｡ そ の 結 果､ 取る べ き手 だ てを取らな

い ままで 進 め ば､ 結 果 的 にトラブ ルを 起 こし

て から 批 判 が 集 中し､ 業 界 とし ても社 会 的

信 頼を 失う可 能 性 は 高 い 。

インター ネットの 関 係 者 に は 丁 イン ター

ネットは もともとベ ストエ フ ォート の ネットワ

ー クで 、メー ル が ダ ウン す るこ と な ん て 、

当 た り前 だ っ た 。 だ か ら 、2000 年 問 題 で

ト ラブ ル が 多 少 起 きて も 、ど うっ て ことな

い｣ とい う発 言 を す る 大が 少 なくな い 。し

か し 、た とえ ば アメリカ･ オンラ イン 社 は 、

97 年 に メー ル シ ス テ ム が ダウ ン す る 事 故

を 起 こし た 結 果 、数 百 万 人 の 利 用 者 か ら

の 苦 情 が 殺 到 し 、訴 訟 を 起 こ さ れ 、信 頼

を 大 きく失 墜 して 株 価 も 大 幅 に ダウ ンし 、

経 営 危 機 に 直 面 し た の だ っ た 。 囗本 のプ

ロ バ イダ ー で も、利 用 者 数 で 数 十 万 人 、

数 百 万 人 とい う規 模 のとこ ろで は､ 重 大 な

事 故 が 起 きれ ば そ の 対 応 に 追 わ れ ること

は 明 ら か だ 。 企 業 のリ ス ク管 理 の 姿 勢 と

し て 、十 分 な 対 策 を 行 うこと は まっ たく当

然 のこ とな の だ。

業 界 とし て の 取 組 み

事 態 を憂 慮 した 米 国 の 一 部 の 業 界 団 体

(ＣＩＸなど) 、アジア 太 平 洋 インターネット協 会

(APIA) らが､ 問 題 の 重 大 性 を認 識し､ イン

ターネットＹ２Ｋキャンペ ーン(www.Y2k.org)

を開 始し､ 本 年2 月 米 国 ワシントンで､ ホワイ

トハ ウス､ 米 商 務 省 、郵 政 省 など 日 米 の 政

府 関 係 者 に､ ＮＴＴ､ ＫＤＤ､UUNet､ ＰＳＩ、

ＩＢＭ､ ルーセントなどの 事 業 者 を交 えた 非 公

式 会 合 を 開 催 するなど､ ようやく取 り組 み が

始 まったところで ある。

筆 者 は､APIA の一 員としてこの問 題に 積

極 的 に取 り組 んできた が､ 米 国 でも政 府 など

関 係 者 の 腰 はきわめて 重 く、事 業 者 も個 別

の取 組 み は 行っても､ 横 に 協 力 して 対 応 す

る活 動 は皆 無 に近 く､ 声 を大 にしてそ の 重 要

性 を 訴え 続け てきた 。インターネットは相 互 接

続､ 協 調 活 動 によって初 めて 成 立 す るネット

ワークであ るに もか か わらず､ 電 話 など の 既



存 の インフラ業 界と比 較 して もは るか に 取 組

み が 不 足 してい る。

APIA で は､3 月 にシンガ ポ ールで 開 催 さ

れ たＡＲＴＣＯＴ 会 議と、同 じく宮 崎 で 開 催 さ

れ たAPEC TEL ＷＧ会 議 など の 機 会に

インターネ訃 のＹ２Ｋ 問 題をテ ーマとする臨 時

会 合を 開 催してきた 。

その 結 果､4 月22-23 囗にシ ンガ ポ ールで

開 催 され たＡＰＥＣの 各 国 政 府 主 催 による

Ｙ２Ｋシンポジウムで､APIA が 発 表 を行 い 、

4 月27[] には、[] 本 インターネ訃 協 会 が｢ 緊

急 シンポジウム｣ を東 京 で 開 催しか 。この 結

果 、日 本 では､｢ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ Ｙ２Ｋ タスクフォ

ース( 仮)] が できつっ あり､ プ ロバ イダー 同 上

の 協 力 による[ 共 通 ガ イドライン] の 作 成 など

が 検 討 されてい る。

しかし､ こられ の 取 組 みも､ まだ 散 発 的 な

活 動 に終 始し 、米 国に6000 社 、日 本 に3000

社､ アジアにも数 百 以 上 存 在 するプ ロバ イダ

ーや 企 業 利 用 者 など の 間 の 対 策 の 進 捗 状

況 は 必 ずしも芳 しくない 。

グ ロ ー バ ル に 緊 急 行 動 が 必 要

これ らの 取 組 みを 通して､ 関 係 者 の 間 に

は､ グロー バ ルに協 調した 緊 急 行 動 が 必 要

で あるとの 共 通 認 識 が 生 まれてきた。

大 手 事 業 者 などは 自己 責 任 で 対 策 を進

めているが､ そ れ以 外 の 力 の 弱 いところの 対

策 の 遅 れ が とくに 懸 念 されて い る。 彼 らが

Ｙ２Ｋ 対 策 に 遅 れをきた せ ば､ グロ ーバ ルな

相 互 接 続 ネットワークであ るインター ネットは、

十 分 に機 能し なくなるお そ れ があ る。中 小 企

業 、開 発 途 上 国､ 地 方 など､ 相 対 的 に力 の

弱 いところほ ど 問 題 が 出 る可 能 性 が 高 い 。

必 要 な技 術 力 や 問 題 意 識 に 欠け るところ が

多 いとみられ るからであ る。

たとえば､ 彼 らが 現 在も多 数 使 用してい る

と思 わ れ る旧 型 製 品 には 有 償 修 理 が 必 要

なものが 多 い が､ 経 済 的 に その 余 力 が ない

ところ が 多 い 。とくにアジアの 経 済 危 機 に 見

舞 われ た諸 国 で は､ この 問 題 は 深 刻 であ る。

また､ 機 器 に 余 裕 が ない ため､ テ ストも困 難

で ある。さらに インターネットのＹ２Ｋ 問 題に

つ いて の 的 確 な 技 術 情 報､ ノウハ ウが 不 足

していることも問 題 である。そこで､ ＡＰＩＡで

は｢ ア ジアインターネットＹ２Ｋロード ショー｣ を

実 施し､ アジア 諸 国 のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 関 係 者に

Y2K 対 策推進を訴え､ かつ支援を行うこと

を企画したものである。

日 本 の リ ー ダ ー シ ップ を

事 態 が 明 らかに なるに つ れて、日 本 に 対

してとくにアジア 地 域 で のリーダーシップを 発

揮して ほしい とい う要 望 が 各 国 の インター ネ

ット関 係 者 の 問 に 高 まっている。こ れ まで も

アジアのインターネットの 発 展 には 、日 本 から

主 として ボランティアによる指 導･ 協 力 が 行 わ

れ てきた が､ 今 回は 各 国とも経 済 危 機 の 影

響 で 余 裕 が なく、資 金 的､ 技 術 的 に先 進 国

へ の 期 待 が 高 い 。

インターネットに 関しては､ 技 術･ 製 品 の面

で､ 米 国 企 業 の影 響 力 が 圧 倒 的 に高 いの は

事 実 だが Ｙ２Ｋ 問題 に関しては､ 訴 訟 問 題 な

ど へ の 配 慮 からかきわめて慎 重 な姿 勢 が 囗

立ち､ 彼らがアジアにお いて 積 極 対 応 を実 施

する可 能性 は残 念なが らまだ 低 い 。メーカー

としての 個 別 対 策 はそ れ なりに 進 展している

が､ 業 界が 協 調 する形 で の取 組 みは､ これ ま

で のところほとんど 実 現 されていない 。

そこで 日 本 政 府 が アジア諸 国 の 側 に 立っ

て､ 米 国 側に 対して 積 極 的 にこ の 問 題 に 取

り組 むことを 要 請しつ つ､ まず 自らが 率 先 す

る形 で 財 政 的 、人 的 な 支 援 を 行 えば､ アジ

アに おけ るインターネ訃 市 場 の 今 後 の 成 長

に[] 本 が 貢 献し たという実 績 が でき、米 国

側 も協 力 せ ざるをえず､ 結 果としては 今 後 の

[] 本 のアジア市 場 におけ る情 報 分 野 を中 心

とする経 済 活 動 令 体に 対しても人 きなプ ラス

効 果 が あ が るものと期 待 できる。 APIA とし

ては 、日 本 政 府 にこうした 要 請 を 続 け る一

方 、米 国 、シンガポり レなど の 他 の 国 にも呼

び かけ を進 めている。もちろん 、メーカー､ 大

手 事 業 者 などにも協 力 を 呼 び かけ てい る。

アジア諸 国 では､ 民 間 事 業 者 が 自 主 的に

Ｙ２Ｋ 問 題 に 取り組 む 傾 向とい うは 現 実 的に

は低 く、政 府 による指 導 が 必 要 か つ 有 効 で

ある。さらに アジ ア諸 国 の 政 府 が インターネ

ットのＹ２Ｋ 即 題 につい てもつ 認 識 はまだまだ

低 く、日 本 政 府 が 公 式 にインター ネット分 野

で の 取 組 みを 要 請し､ か つ 支 援 策 を実 施 す

ることは 非 常 に 効 果 的と考 えられ る。

い ず れ にしても、時 間は 隕られてい る。こ

の 原 稿 が 読 者 諧 兄 姉 の 目に 触 れる 頃には 、

200 日を切 ってい るだろう。隕 られ た 時 間 の

なかで､どこまで有効な対策が可能なのか。

パニックを煽る必要はまったくないが､ 現 実問

題として、冷静で着実な対策、行動を強力

に推進することが求められている。

(会津 泉　アジア太平洋インターネット協会

事務局長､ アジアネットワーク研究所代表)

参 考URL

インターネット・ソサ エティでもリン ク集 を中 心

に 関 連 情 報 を紹 介

htlP://ｗｗｗ.isoc.ｏ｢9/internet/ issues/y2000/

メーカー系 で も製品 の対 応 度 を紹介

hl↑p://ｗｗｗ.c15co.cｏｍ/warp/public/ｱ52/2000/

cptbl ov.htm

大 手プ ロ バ イダーで 対 応 状 況 を開 示してい る

と ころもあるが、まだ少 数

ht↑P://～. 。。.com/info/year2000. html

APNIC のＹ２Ｋに つい て の 情 報 開 示 は 、明 快

かつ 具 体 的 で 評 価 が高 い

h廿P:/ /www.apnicnet/ statement.html

イン ターネットその もの の2000 年 問 題 につ い

ての 情 報 はきわめて 少 ない 。専 門 に 扱ったも

のとしては｢ イン ターネットＹ２Ｋキャン ペ ーン｣

(http://ｗｗｗ.nety2k.０rg)くらい である。
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